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キャリアデザイン
自らの可能性を知り、将来を描く

専修リーダーシップ
開発プログラム

将来どんな職業に就き、どんな生き方をしていくか。卒業後の進路や将来の仕
事について考えるうえで大切なのは、自分を知ることと社会を知ること。自分の
強みや弱み、志向を把握して、そのために今、何を学び経験するのかを明確
にするのがキャリアデザインです。将来のキャリア形成に向けての気づきやヒント
を得られるよう、キャリアデザインセンターでは各種プログラムを提供しています。

経営者などが講師を務める講座と、学外でのチーム活動により、「理論
を学び、実践し、内省する」のサイクルを繰り返しながら、組織や社会
を牽引する人材として必要な「リーダーシップ」の基礎を体得します。

専大ベンチャー
ビジネスプログラム

専大ベンチャービジネスコンテストや関連講座を実施するプログラ
ムです。コンテストは書類審査とプレゼン大会で構成され、学生が考
えたビジネスプランを競い合い、起業家精神を養います。

課題解決型
インターンシップ

地域の企業や団体、商店街が抱える課題にチームで主体的に取り組
み、解決策を提案する本学独自の長期インターンシップです。「コミュ
ニケーション力」「企画力」「プレゼンテーション力」などが身につきます。

現実の問題・課題に対して（あるいは問題
を見つけるところから）個人またはグループ
で、その課題を達成するためのアイデアの創
出、計画立案、実現などに取り組みます。プ
ログラムを通じて「前に踏み出す力」「考え抜
く力」「チームで働く力」などの社会人基礎
力を養成します。

※PBL…Project Based Learningの略称で、「課題解決型学習」と訳されます

夏期・春期休暇期間中に本学と提
携する企業や官公庁、NPOなどで
1週間から1か月程度の就業体験を
行います。自分なりの「職業観」を見
つけていくためのプログラムです。

自分の将来のキャリア形成をいかに考え
るべきか、学生時代をどう過ごすべきか
など、進路目標の不安や悩みについて、
経験豊富なキャリアカウンセラーが、個
別に面談して支援します。

学生生活で得た自分の経験を書き込むこと
で、取り組むべき課題や将来やりたいことを
明らかにしていく本学オリジナルの自分探し
ノート。蓄積されたデータは、就職活動時に
も活用することができます。
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キャリア形成支援講座
キャリア基礎セミナー
大学生活や将来を考える際の基礎とな
る内容をテーマにした講座です。

能力開発講座
論理的思考力やプレゼンテーション能力
などの実践的な能力を養います。

適性検査・心理検査
自分自身に対する理解を客観的に深める
ことができる検査です。

キャリアカウンセリング Webキャリアノート

社会人として求められる基礎力を高める

社会で働く実体験を通して職業観を養う

「自己理解」「仕事理解」「能力開発」を支援

キャリアデザイン
PBL※プログラム

就業体験型
インターンシップ

募集説明会 5月 夏期休暇中
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9月下旬

8月上旬 9月下旬
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11月 春期休暇中

11月
3月下旬

1月下旬 3月下旬

エントリーシート講座

事前プログラム
（ビジネスマナー・目標設定）

インターンシップ実習
（1週間～1か月程度）

 事後プログラム
（振り返り）

実習報告書提出

スケジュール
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課題解決型インターンシップで
学んだのは、チームをまとめ
失敗を次にどう活かすかです

「二ヶ領用水の一斉清掃」「秋の収穫祭」の企画・運営

私が選んだ課題は、「NPO法人多摩川エコミュージアム」が主催する2
つのイベントの企画・運営と集客プランでした。5名の専大生でチーム
を組み、最初に取り組んだのは、川崎市多摩区から幸区を流れる「二ヶ
領用水の一斉清掃」イベント。チラシをつくり、ファミリー参加を狙って
幼稚園や小学校に掲出しましたが、目標人数の400名には届きませんで
した。原因を自分たちなりに分析し、チラシのデザインや配布方法を改
善し、次のイベント「秋の収穫祭」では前年を上回る集客と売り上げを
達成。ゲームコーナーも好評で、地域の方々の交流につながり、NPO

の方にもお褒めいただきました。リーダーとしてチームをまとめた達成感
は大きく、就職活動を控えた私にとって大きな自信になりました。

リーダーは初体験。5月の初顔合わせ
では緊張し、なかなか案が出ませんでし
たが、徐々にメンバーも打ち解けて配布
するチラシ案や配布先を検討。

メンバーで集客案を持ち寄り
何度もミーティング

チラシを作成して
幼稚園や小学校に配布

「二ヶ領用水の一斉清掃」に
メンバー全員で参加

ポスターにまとめて
成果発表会

「秋の収穫祭」は
人が集まり大盛況 !

何度も修正を重ねるうちに、情
報が伝わりにくい紙面に。2度
目はすっきり見やすいデザインを
めざしました !

当日は244名の方が集まり、意
外にもお子さんがゴミ集めを楽
しんでいる様子に、次へのヒント
が見えました。

当日はNPOの方も招いて無事に発表。
現在も交流が続き、幅広い年代の方と
活動したことで、視野が広がりました。

私たちも収穫をお手伝いした
地元産の野菜を販売。子ども
が楽しめるゲームコーナーの
おかげで、滞在時間が増えて
売り上げにも貢献できました !

成功の一因は、

チラシをご近所
に

直接投函したか
ら !

月に1度、普段の

清掃活動に参加
したことも

よい体験に !
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